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Ⅰ．問題と目的
構想のきっかけ
　第一筆者茅野は国語科教員である。かねがね，

茅野は，国語科以外の授業に看図アプローチを活

用できないものかと考えていた。英語科，家庭科，

食育・保育等においての授業展開を，各専門教員

との会話の中で模索していた。その中で，英語科

教員の「英作文はパターンの中にあてはめていく

タイプが多い」という言葉に引っ掛かりを覚えた。

最初からパターンがあり，その中に単語を入れて

いけば，基本構文はできていくだろう。しかし，

それで知識が定着して，日常的な力になっていく

には少し弱いように思えた。そこで，茅野は「も

のこと（原理）」でイメージを思い切り膨らませ

ておいて，そのイメージを既習事項と関連づけて

書き上げる英作文の授業を発想した（「ものこと

原理」についての説明は，鹿内 2018,p.4 参照）。

　この発想を英語科教員に伝えた。はじめに「きゅ

うちゃん」を紹介した。英語教員たちの第一声は

「かわいい！」であった。さらに「いろんな人に

見える」「いろんなことが想像できる」「何かストー

リーがありそう」と好意的な感想を述べてくれた。

参考資料として茅野・時田（2021）にも目を通

してもらった。英語科の指導にも応用可能である

と打診したが，「やってみたいが，英語で成立す

るかどうか不安である」という反応であった。そ

こで，そのような教員でも不安なく実践できるよ

うにするため，次のような予備的構想を行った。

１年生授業への予備的構想
　廊下の掲示コーナーに英語で書かれた人物紹介

が貼られていた。生徒たちは実在する歌手やアニ

メ・漫画のキャラクター等から自分の好きな人
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作文指導でも用いた「きゅうちゃんカード」を活用し，英作文指導の授業を構成した。授業を行ったのは，

茅野と，初めて看図アプローチ基盤型授業を実施する英語教員たちである。「きゅうちゃん」は様々なニー

ズに対応できる汎用性の高いキャラクター・ビジュアルテキストであることはこれまでの実践で確かめ

られていた。しかし今回，英作文指導においても，国語科作文指導と同様に，「きゅうちゃん」が自然

に動き出し創造性豊かな授業を成立させることが示された。
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物を選択し紹介する英作文を経験していた。各

自，自分の好きな人物について「He(She) is…」「I 

like…」等々と複数の英文を書いていた。このよ

うな短い英文を複数書くような授業は可能である

と考えた。

２年生授業への予備的構想
　ある日の授業で，絵を見てストーリーを思い浮

かべ，その絵の内容について英語で質疑応答する

という授業が行われていた。これは「見ること」

を取り入れている教材であり，当然看図アプロー

チも活用できると考えた。生徒はペアになり，英

語で質問・応答し合う。例えば一方の生徒が「What 

is she doing ?」という質問を読んだら，もう一

方の生徒は「She is …ing.」などと絵の内容をも

とに答える。この活動に「ものこと原理」を取り

入れれば，もう少し人数を増やしての協同学習も

充実させることができそうであると考えた。

Ⅱ．授業の実際
Ⅱ－１　授業者・学習者・実施時期等
　授業者は，茅野・髙橋・小笠原・細川の４名，

学習者は A 中学校２年生１クラス・１年生６ク

ラスである（詳しい内訳は表１）。実施時期は

2021 年２月中旬から３月上旬にかけてである。

年間の指導内容が終了しているタイミングで実施

する運びとなった。はじめに茅野・髙橋が２年生

のクラスで授業を実施した（茅野 T １・髙橋 T ２）。

その際，小笠原・細川には授業を参観してもらい，

授業全体のイメージをつかんでもらった。茅野・

髙橋の授業は１コマ（45 分）で実施した。小笠原・

細川はそれぞれ１年生の３クラスを担当し，１コ

マ半～２コマの構成で授業を実施した。

表１　授業実施計画
年・組 人数 授業コマ数 授業者

２年４組 32 1 T1　茅野
T2　髙橋

１年１組 28 1.5 ～ 2
小笠原１年 2 組 28 1.5 ～ 2

１年 3 組 27 1.5 ～ 2
１年 4 組 26 1.5 ～ 2

細川１年 5 組 26 1.5 ～ 2
１年 6 組 27 1.5 ～ 2

Ⅱ－２　授業目標
　先述した予備的構想をもとに，第一筆者茅野が

指導略案を作成した。授業の実施にあたり，次の

ような目標を設定した。

授業目標

●看図アプローチを活用した英作文指導によ

　って書くことの基礎力（単語・構文）を鍛

　えることができる。【見る・書く】

●聞き手に伝わるような発表方法を工夫する

　ことができる。【話す・読む】

●仲間の発表を注意深く聞き取り，考えを広

げていくことができる。【聞く】

●互いに認め合い，よりよい人間関係をつく

　っていくことができる。【協同性】

　本実践では，「きゅうちゃんカード」をグルー

プで読み解くことにより想像をふくらませ，パ

ターン化された英作文ではない英作文を目指す。

また，英作文中に既習事項が定着しているかを確

認し，不足しているようならば復習を行い，強化

していけるようにしていく。既習事項の復習・強

化は国語科の授業実践では取り入れていなかった

試みである。

　さらに，髙橋・小笠原・細川にとっては今回が

初めての「看図アプローチ協同学習」の授業づく

りである。この経験を通してそれぞれが今後の授

業への手応えと可能性をもてるようにしたい。こ

れは第１筆者茅野にとってもうひとつの大きな目

標である。

Ⅱ－３　教材等
　使用するワークシートは２枚である（ワーク

シートＡ・ワークシートＢ）。ワークシートＡに

は茅野・時田（2021）実践と同様の「きゅうちゃ

んカード」が２種類印刷してある。ワークシート

Ａを作成するにあたって「きゅうちゃん」カー

ド（例えばワークシート A 内の「88」「106」図

のようなもの）を 100 種類以上用意した。その

中から英作文を書く上で取り組みやすいものをと

いう視点で髙橋・小笠原・細川が選んでいった。

多数の選択肢があったため，初の看図アプローチ
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基盤型授業への不安解消にも役立っていたようで

あった。

class.　   　     no.    　 　    name. Ｂ

コメントや訂正アドバイスをもらおう。

授業のふりかえり

（　　　　　　　） （　　　　　　　）

（　　　　　　　） （　　　　　　　）

（　　　　　　　） （　　　　　　　）

Ⅱ－４　実施手順－茅野・髙橋の授業
【ステップ１-アイスブレイク】
　はじめに，４名のグループを構成し，簡単な英

会話を交えて自己紹介を含んだアイスブレイクを

２分程度行った。このアイスブレイクの詳しい内

容については割愛する。

【ステップ２】
「きゅうちゃんカード」の協同での読み解き
　ワークシート A を配付する。ワークシート A

には「きゅうちゃんカード」２種類が印刷されて

いる。これを各人に配付する。なお，ワークシー

ト A に印刷されている「きゅうちゃんカード」は，

グループごとに違っている。１グループの中では

同じ「きゅうちゃんカード」を共有し読み解いて

いく。授業者は，印刷されている２種類のきゅう

ちゃんカードそれぞれに「描かれていること」を

できるだけたくさん書き込んでもらうよう指示す

世界へ飛び出せ，グローバルきゅうちゃん！
　　　　　　　　　　　　　　ストーリーテラーに挑戦の巻

class.   　       no.      　     name.

Ａ

上下の枠内にそれぞれ異なる種類
の「きゅうちゃんカード」を印刷
※学習者は枠内の余白に
読み解いた内容を記入する

英作文記入欄

・２枚使う場合→①，②を記入
　１枚の場合→☆を記入

・きゅうちゃんにお名前をつけて，図の中に記入

88

106

ワークシートＡ（実際は A3 版）

ワークシートＢ（実際は A4 版）
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る。これは個人思考として行う。この「描かれて

いること」については日本語で記入してもらう。

　個人思考が済んだら，きゅうちゃんカード１種

類ずつ順番に，ラウンドロビンで「こと」内容を

共有してもらう（写真１）。このとき，グループ

メンバーの発表で「いいな」と思ったことはどん

どんメモしていくようあわせて指示する。学習者

たちはこの活動により看図作文の授業と同様に

「取材」を行い，おはなしを書いていくためのリ

ソースを得ていく。このステップは 6 分程度で

行った。

【ステップ３】
英作文に挑戦

スライド１

　スライド１を呈示し「今日の目標は会話を入れ

たおはなしを英語で書こう！です」のように伝え

る。続けて，スライド 2 を呈示し次のように手

順を説明する。

①きゅうちゃんカードの順番を決めてくだ

　さい。どちらが先でも良いです。

②登場人物に名前をつけてください。

③おはなしは英語で書きます。わからない

単語や表現があったら，グループメンバー

や英語教員である髙橋に相談しても良い

です。（辞書使用可。どうしてもわからな

い場合は部分的に日本語表記も可。）

④バージョンアップチャレンジとして，既

習事項を使ってみましょう。複数入れて

みましょう。（この部分については髙橋が

説明を行った。スライド３・写真 2 参照）。

写真１　グループワークの様子１

スライド２

スライド 3

　

写真２　グループワークの様子２

　なお，ステップ 3 は 22 分程度で行った。
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【ステップ４】
相互評価・自己評価（ふりかえり）
　以上の手順によって書かれた英作文をグループ

メンバーと交換しながら読み合い，互いにコメン

トを記入する。これを約 10 分で行った。

　その後，自己評価として授業のふりかえりを書

いてもらった。授業のふりかえりは数人に発表し

てもらった。ステップ４に要した時間は合計約

15 分である。

　茅野・髙橋授業で提出された英作文およびグ

ループメンバーからのコメント，ふりかえりを以

下に３例載せておく。

学習者１の英作文等

　きゅうちゃんカード【103】

ピアノを弾いている
２人で歌っている
いすに座っている
肩を組んでいる
いすが低い

ラリ  ルレ
ピア

103

　英作文

Rari and Rure are singing songs.

“Rari, do you like to sing songs ?”

“Yes. I like to sing songs. How about you, 

 Rure ?”

“Me too. Pia, do you like music ?”

“Yes. But I don’t like to sing songs. I like to play 

 the piano.”

“Oh, you like to play the piano. We don’t play 

 the piano. I want to listen to your piano.”

グループメンバーからのコメント

・会話文が多くてすごく分かりやすい英文だと

　思った !! いいね

・物語性があって読みやすかったです。

・ちゃんと会話になっていてとてもいい !!

学習者１の授業ふりかえり

　自分で物語を考えるのが，いろいろな想像

をふくらませることができたので楽しかった。

今まで使った文法や単語を使って文を考えた

ので，良い復習にもなった。他の人の物語を

読むと，いろいろな発想があっておもしろかっ

た。

学習者２の英作文等

　きゅうちゃんカード【54】

のうこうせっしょく
歯みがいてる
ふうふ
コップ持ってる
えがお
手洗ってる
リアじゅう
あわが口についている
２次元
立ってる
ハゲ
2.5 等身
せんめんだいがある
水が流れている

54

英作文

“This tooth paste taste good. You also have to 

eat this, Kaede.”

“Actually, that is not tooth paste, Sakuta. That 

 is hand soap”

“Ok, then you should eat this hand soap.”

“What flavor is that ?”

“I think its strawberry.”

“Ewww. I hate strawberry. I’ll just use it for 

 wash one’s hands.”

グループメンバーからのコメント

・最初からすごく面白くて，せっけんという発

　想がすごい。笑

・イチゴ嫌いなんだね。

学習者２の授業ふりかえり

　同じ絵なのにちがう物語になるのが面白い

と思った。それぞれちがう発想で面白かった。

いつもとちょっとちがう授業でおもしろかっ

たー♡
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学習者３の英作文等

きゅうちゃんカード【17】 

テニスをしている ぼうしをかぶっている

歩いている

Yuta
Shunsuke

スポーツしている

ゴルフボールっぽい
　　ボールを持っている

怒っている ?!
　 →お腹すいた空をみている

ラケットを持っている

お腹が出て
　　　いる

17

英作文

“To play tennis is fun !” Shunsuke said.

 But, “I don’t like to play tennis.” Yuta said.

Shunsuke: ”Why ?”

Yuta:「俺はテニスが苦手なんだ…」

Shunsuke:「そしたら，」“Let’s play tennis with 

 me !”

Yuta: “Oh ! Thank you.”「やってみるね！」

Shunsuke played tennis very hard.

Yuta: “I’m hungry. I want something to eat.”

Shunsuke: “Me too.”

グループメンバーからのコメント

・to 不定詞をうまくつかっててすごい！内容も

おもしろい！

学習者３の授業ふりかえり

 楽しく学ぶことができて良かったです。文章

を書くことは難しいと思いました。日本語も

入って良いとのことで書きやすかったです。

楽しかったです！

Ⅱ－５　茅野の授業ふりかえり
　本実践では，先述した「授業目標」がすべて達

成されているといえる。そのことは次のような学

習者ふりかえりからもうかがえる。上に紹介した

以外のふりかえりを４例あげる。授業目標の各項

目にとくに関連する部分を太字と下線で示す。

学習者 4 の授業ふりかえり

 最初の絵でいっぱいイメージが湧いて楽し

かった。みんな書いているのが違っていて，

いろんな視点からみられた。書き始めたら，

英語がすすんで書けた。日本語がたびたび

あったから少なくしていきたい。絵がかわ

いい。【見る・書く】

学習者５のふりかえり

 今まで学んだ文法を用いて文を作り，それ

を読み合うという，今までにしたことのな

い勉強方法で楽しく学べた。またこのよう

な機会があったらこういう授業をしていた

だきたいです。【話す・読む】

学習者６のふりかえり

　楽しかった！日本語では出てくるのに，英

語ではうまく言えなかったのでくやしかった

です。すごく頭を使えたので楽しかったし，

まわりの人の意見を聞けたのでおもしろかっ

たです。もっと単語をふやして，今後はもっ

と長文を書けるようにがんばります !!【聞く】

学習者７のふりかえり

 単に授業をするのではなく，考えながら自

分でストーリーを書く，このような授業で

想像力が鍛えられると思った。ふだんこの

ように頭を練る機会が無く，とてもいい授

業だった。班の人と協力・想像・考察，こ

の大事な３つを同時に使えたから本当に良

かった。【協同性】

　それぞれ【見る・書く】【話す・読む】【聞く】【協

同性】の達成を充実感とともに示してくれている。

この他にも，主体的に学びを深めようとする内容

のもの，学びの実感を伝えてくれている内容のも

のが多くみられた。例えば次のようなものである。
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学習者８のふりかえり

 今まで使ってきた単語や文法で，物語の作

れるのはすごく嬉しいし，楽しいなと思っ

た。想像をふくらませるのが好きなので，

一文一文書くごとに想像が広がっていくの

が実感できて，もっと書きたいなと思った。

授業以外でも空いている時に自分でまた英

語の物語を書きたい。

学習者９のふりかえり

　わからないところを自分でさがして見つけ

た単語は，けっこう覚えられるのがわかった。

復習として確かめられてよかった。わかりや

すく訂正してもらえてよかった。

　本実践で特徴的だったのは，多くの学習者が

「想像がふくらんだ」「またこういう授業をやりた

い」「もっと書けるようになりたい」「自分で考え

るのが楽しい」「みんなの文章をみるのが楽しい」

といったポジティブな感想を書いていることであ

る。学習者 8 は「授業以外でも空いている時に

自分でまた英語の物語を書きたい」と述べている

が，これは非常に高い主体性と学びへの意欲を示

すものである。

　また学習者 9 は，自分のわからないところを

自分で見つけられるから復習も訂正も積極的に行

えるということを述べている。どの教科であって

も，学習者自身が「“ どこ（何）がわからないのか ”

わからない」ということは往々にしてあるのでは

ないだろうか。見て読み解き，英作文を創作し，

相互評価するという一連のプロセスの中で，自分

がどこ（何）がわからないのかも見えてくる。学

習者自身が自分で弱点を見つけ，それを克服して

いくという主体的な学びが自然に行われている。

　想像する楽しさ，読み合う楽しさ，文法事項の

復習・活用，英作文ができたことへの喜び，さら

なる学びへの意欲等々，全ての学習者たちが，授

業への高い満足度を示していた。もちろん，中

には英語が非常に苦手な学習者もいる。しかし，

「きゅうちゃん」というビジュアルテキストを活

用すること，協同学習を取り入れることにより，

学びへの抵抗感を軽減することができた。このよ

うに苦手意識を軽減できることは教科を問わず指

導上の大きなメリットである。

Ⅱ－６　髙橋の授業ふりかえり
　茅野と共に授業を行った，看図アプローチ基盤

型授業初体験の髙橋はどのような感想をもったの

だろうか。授業後に提出されたふりかえりを以下

に載せておく。

１．国語の実践記録 ( 茅野・時田 2021) を読んで

　自分たちで story を考える助けとしてきゅ

うちゃんという動きのある人物がある。それ

だけで，無限に想像が広がっていくと思った。

しかも考えやすいし，話し合いをしやすくな

る。では，これを英語でできるのか？どのよ

うに進める？自分にできるのか？授業を進め

る具体的な想像が難しかった。いつかはやっ

てみたい思いはあった。

２．授業前の準備

　a. きゅうちゃん選び，組み合わせ　( どのよ

　うな意図で？ )

　・選ぶときに自分 ( 教師 ) が場面設定や物語

を想像できる 2 枚を選んだ。もちろん，同

じ絵でも人によって場面も物語の内容も全

く違い，こちらの想像を超えた英作文になっ

ていて面白かった。

　b. どの既習事項を使うか，定着しているか

どうかわかる，指導者の授業への評価・反

省にも。

　・中学生が英語を学んでいくうえで，いく

つか難しいと感じる文法事項のうちの一つ

である「to 不定詞」にした。また，不定詞

は用法が 3 つあるので，その中からであれ

ば，1 文を入れることはさほど難しくはな

いと予想した。

・”To ～ is fun.” のような例文も示したこと

で，英語を苦手とする生徒には物語の中に

組み込みやすかったと思われる。もちろん，
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具体的な例は示さなくてもできると思う。

（普段の授業で例文を提示しているので。）

今回は，2 学期の既習事項だったので，復

習の意味もあって例文を提示した。( 生徒か

ら，「あ～，あれね。」などの声も上がった。)

・実際，”To ～ is fun.” を使っている生徒も

多く，fun の部分もほかの形容詞が入るよう

な提示の仕方を考えたほうがよかったかも

しれない。

３．授業中の生徒の様子，観察・英作文の評価，

先生の様子

・まず，きゅうちゃんをみて，「かわいい」。ま

た，1 年次できゅうちゃんを茅野先生から学ん

だ生徒は，一度やったことがあるので，ちょっ

と優越感。そして，茅野先生が「今日は英語

でやります」の言葉に目が輝いていた。「英語

で物語を作る」というと，ちょっと重たい空

気になることのほうが多いのだが，きゅうちゃ

んと茅野先生の雰囲気のおかげで，生徒たち

のやる気が見られた。

・カードの説明，気づいたことを 10 個以上書

き込む際は，何を書いたらいいのか悩んでい

る生徒もいたが，そのあとのラウンドロビン

でお互いの書いたことをシェアすることで発

想が広がっていったようだった。

・人物に名前を付けるのも興味深かった。それ

だけでも考えるのに頭の中がぐるぐるいろん

な思いが駆け巡っていた。（クラスの仲間の名

前や，Anko と Kinako のように関連を考えら

れる名前もあった。）

・物語を書いているときも，わからない表現を

教えあったり，和気あいあいとしながら，し

かししっかりと書いていた。しかも，全員が

英語を書いた。わからないところは辞書を使っ

てもいい，日本語でもいいので，少しハード

ルが下がり，「単語がわからないから書けない」

と投げ出すことなく，書こうという姿勢が見

られたことは，素晴らしいことであった。

４．授業後の生徒の様子，観察・振り返り記入，

英作文の評価

・英作文というと，「何を書けばいいの？何を

書こう？」と難しく悩む生徒が多く，「わから

ない」「書けない」といった言葉も聞かれる。

・きゅうちゃんに関しては，「何を書こう？」

でも前向きな感じであったので，授業後も英

語で物語を書いたことに対しての満足感があ

り，「文法を間違ってしまった」とか，「変な

文になってしまった」のようなネガティブな

言葉は聞かれなかった。どちらかといえば，

英語で物語を書けたことがうれしかったよう

である。

[ 授業のふりかえり / 生徒のワークシートより ]

（茅野の授業ふりかえりと重複するものは省略）

・自分でストーリーを考えるのは難しかった

けど，想像するのはすごく楽しかった。また，

同じ絵を見ていても，人によって考えること

が違い，面白かった。また，ちょっと前に習っ

た文法を思い出すことができてよかった。

・今まで習った文法や単語を使って文を考えた

ので，良い復習にもなった。

・ほかの人の物語を読むと，いろいろな発想が

あって面白かった。

・思っていたより，1 つの絵からたくさんのこ

とを想像できた。

・前よりも発想力が豊かになった気がしたので

うれしかった。

・今まで会話文を作ってみんなと共有すると

いうことがあまりなかったけれど，とても楽

しかったです！みんなと共有できたので，相

手がどういうのを書いているかもわかってよ

かったです。

・いい感じに英語をいっぱい書けた。わからな

いところをみんなが考えてくれた。楽しかっ

た。

・自分で内容を考えて，物語を書くのはすごく

楽しかったし，友達と内容を共有したり，to
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不定詞の使い方の復習や英文の作り方を学ぶ

ことができた。

[ 英作文の評価 ]

・使用するべき不定詞に関しては，ほとんどの

生徒が入れていた。不定詞を軸に物語の展開

を考えているような内容もあった。不定詞の

間違いはほぼなく，よく理解できていた。

・3 人称単数現在の s のつけ忘れや，単数・複

数の間違いなども多少はあるが，全体的に言

いたいことがわかる内容であった。辞書を使っ

てもよいので，スペルミスは少なかった。

５．授業者の感想・次への展望，他の英作文

練習方法との比較，利点・効果

・今までの英作文の指導は，トピックと文法

事項が決まっていた。今回はどんな物語でも

OK。授業ではあるが，「〇〇をしなくてはいけ

ない」という縛りが少ないので，楽しく，書

きやすかったと思います。

・きゅうちゃんが愛くるしいのと，動作を考え

やすいので書きやすく，文法事項も含みやす

かったと思います。

・では，毎回きゅうちゃんで英作文をしたらよ

いのか？茅野先生は，それをお勧めしないの

ですよね。とすると，従来の英作文の指導も

きゅうちゃんのように書きやすくする工夫を

するべきである。では，どのように？（すご

く悩んでいます。）例えば，日本の行事（ひな

祭りや七夕など）も，ただ説明文を書くとい

うことではなく，場面設定をするといいので

しょうか？考えていきたいと思います。

・生徒が意欲的に取り組んでいた姿が印象的で

した。英語をもっと書きたいと思えた授業だっ

たと思います。また，既習事項（文法）を入

れることで，学んだことが生きた英語になり

ました。

Ⅲ．小笠原・細川の授業
　授業目標及び教材・実施手順は茅野・髙橋実践

と同様である。このため，学習者の英作文等と授

業者ふりかえりを載せておく。なお，小笠原・細

川の実践では，バージョンアップチャレンジとし

て 2 学期末に習った「現在進行形」を文中に使

用することを必須条件とした。

Ⅲ－１　小笠原の授業結果（1年１・２・３組）
学習者 10 の英作文等

きゅうちゃんカード【53】【43】

・そうじしている
・一生懸命
・ぞうきん

クッキー
↓

アン
↓

・遊んでいる
・とんでる
・楽しい
・笑顔 53

読む
かく
えんぴつ

クッキー
↓

アン
↓

43

英作文

ア　　ン　“Hi, Cookie.”

クッキー　“Oh, An. I am cleaning in my room 

　　　　　hard. Can I help you ?”

ア　　ン　“Sure.”

クッキー　“What are you doing ?”

ア　　ン　“Sorry, I am jumping fun.”

クッキー　“Can I help you ?”

ア　　ン　“No, I can’t. Let’s study Japanese 

　　　　　together.”

クッキー　“OK.”

ア　　ン　“I make a story.”
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クッキー　“I read a book. 

                  This book is interesting.”

ア　　ン　“My story is interesting too.”

グループメンバーからのコメント

・よみやすかったです。

・物語が簡単に読めて，よかったです。

・物語が面白かったです。

・名前がかわいい！ジャンプからの国語の勉強

が急すぎておもしろかったです。字がきれい

でよみやすかったです。

学習者 10 の授業ふりかえり

　名前を決めるところから楽しかった。また，

その子が何をしているか，その時に何を言う

のかなどを想像できた。

学習者 11 の英作文等

きゅうちゃんカード【88】【106】

対称移動

彼らは毛が存在しない生命体である

カルボ ラーナ

88

平行移動

彼らはおにぎりを持って見つめている

おにぎりの大きさに差がある

106

　  

英作文（ルビは学習者 11 が付したもの）

After the w
せんそう

ar.

People were e
ぜつめつする

xtinct, and new m
人　類

ankind were 

b
生まれる

orn.

They are Karbo and Rana. They are new 

mankind.

They are walking.

They are looking for foods.

Looking for foods is very important.

W
さて

ell, look at them. They found foods.

They are eating foods.

T
そのとき

hen Karbo said “Can we b
育てる

reed this foods ?”

Rana said “I see. That’s good idea.”

They started breeding foods.

グループメンバーからのコメント

・世界観がどくとくでおもしろかった！

・スケールがそうだいでおもしろかった。

学習者 11 の授業ふりかえり

　絵を見ながらストーリーを考えるのがおも

しろかったです。ですが，ストーリーを英語

に直すのにとても苦労したので，英語力の不

足も感じられました。鑑賞では，H さんのス

トーリーがおもしろかったです。内容がとて

もわかりやすく，よいと思いました。

学習者 12 の英作文例

きゅうちゃんカード【21】

ジョン

バイバイ ねてる

ボブ

21

英作文

Ｊ　“Bob !! Bob !! Let’s go to the park !”

Ｂ　“No... I’m sleeping.”

　Bob sleeping all this while.

Ｊ　“Bob ! Let’s play soccer in the park !”
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Ｂ　“No... I’m sleeping.”

 　Bob doesn’t get up.

Ｊ　“Bob ! Let’s play game in the park !”

Ｂ　“No... I’m sleeping.”

 　Bob is still sleeping.

Ｊ　“Bob ! Let’s eat ice in the park !”

Ｂ　“OK ! Let’s go the park !”

Ｊ　“Oh….”

グループメンバーからのコメント

・ボブはオラと同じせいかくかもー !! ねるのっ

ていいよねー。

・自分もボブと同じせいかくだと思う。

・いっぱい書けてて良いと思う。

・わかりやすかった。長くて良かった。

学習者 12 の授業ふりかえり

　物語を考えるのはおもしろかったけど，英

語にしないといけないのがむずかしかった。

英文を書けれるようにしたい !!

　小笠原実践で出されたその他の学習者のふりか

えりを以下に載せておく。（3 クラス分より抜粋）

・友だちに教えてもらって，いい作文ができ

　ました。

・1 つの絵から 5 通りの物語ができて，おも

　しろかったです。

・それぞれにわくわく感がすごかったです。

・どう書くのか難しいと思ったけど実際書い

　てみると楽しく感じます。

・話の構成がすばらしく，相手に読みやすい

　と思わせる文だった。

・現在進行形がたくさん使われていて勉強に

　なった。

・わからない文などは積極的に辞書で調べる

　ことができてよかった。

・ing 形の使い方を覚えたので，今後に生か

　していきたい。

・ストーリーを書くのに , グループの人がわ

　かりやすくアドバイスしてくれてよかっ

　た。

・～だから，ここは～形というように考えな

　がら作れてよかった。

・be 動詞からワークをやり直そうと思った。

・英作文のいい復習になった。

・ものがたりを考えるのも大変だけど英語で

　表現がむずかしくて国語より何倍もむずか

　しかった。みんな発想がすごくて驚いた。

・今までまったく使った事のない英語を使っ

　たり，知れたりできて面白かった。今まで

　習ったことを使えた。

・ストーリーを考えるのがとてもむずかし

　かったけれど，書き始めるとスラスラ書け

　た。

・他の人のを見て個性的でおもしろかった。

・一つの絵で想像することがいっぱいあって

　おもしろかった。

・もっと単語を覚えて表現力をつけたい。

・知らない単語を使って発見があったり，そ

　れぞれのストーリーがあったり，おもしろ

　かった。

・長く良いものを作ろうと思ってがんばった。

　そして他の人の作品もとてもおもしろかっ

　た。

・物語を考え，ing 形を使うことができた。

・人によって物がちがっていておもしろかっ

　た。

・英語にするのが楽しかった。2 年生になっ

　たらもっと上手に作りたい。

・自分で物語を書くのは初めてだったので，

　考えましたが，何とか書けたので，これか

　ら書く力をつけようと思う。

・わからない言葉などを辞書で調べるのが大

　変だった。

・why, because の文や現在進行形の文を作れ

　た。
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　以上の結果を踏まえた小笠原の考察（ふりかえ

り）を次に紹介する。

Ⅲ－２　小笠原の授業ふりかえり
1. 国語の実践記録 ( 茅野・時田 2021) を読んで

・初めに「きゅうちゃんをやってみたい」とい

う話を聞いて，国語の内容が英語でもできる

のかと戸惑いを感じた。

・実践記録を読み，「きゅうちゃん」というキャ

ラクターを使った自由作文であることがわか

り，想像力を働かせながら，自由に英作文を

させることにも応用できると感じ，生徒たち

がどのようなものを作り上げるのか興味がわ

いた。

2. 指導略案を提示されて

・先に 2 年生で行われた授業の指導案をそのま

ま採用させていただいた。

・グループに提示するきゅうちゃんカードの選

別も 2 年生で使ったものと同じものにさせて

いただいた。

・基本的に生徒が主体となり，自由に話を創作

させるもので，英文で表現できるか一抹の不

安があった。そのため，最初に絵カードで気

づいたことを日本語で書く時間をなるべく充

実させる必要があると感じた。

・英作文する際，2 学期末に習った「現在進行形」

を必ず文中に使用することを課題とした。

・英文を書く際の助けとして，和英辞書を班に

2 冊ずつ配布することにする。

3. 授業前の準備

(1) きゅうちゃん選び

・先の項目にも書いたように，既に 2 年生で

実践したきゅうちゃんカードを使用させても

らった。ただ，その中からさらに抽出して，

より 1 年生でも書きやすそうなものを選んだ。

(2) どの既習事項を使うか

・きゅうちゃんの絵カードは，見てすぐに動き

を表現できそうなものを選んであった。1 学年

は 2 学期末に現在進行形を習っており，ちょ

うどきゅうちゃんの絵カードを表現するのに

適している文法項目なので，これを使うこと

とした。

4. 授業中の生徒の様子

・オリジナルストーリーを作るという言葉を聞

いて，目を輝かせる生徒やきゅうちゃんの絵

カードを見て，思い思いに想像力を膨らませ

ている様子がうかがえた。

・絵を見て気づいたことを書き込む場面では，

何を書いていいか戸惑う生徒もいたが，グルー

プでその気づきを共有しあうことで書けな

かった生徒もなにがしか書くことができたよ

うだ。

・名前を考えるだけで，相当時間を使ってしま

う生徒がいた。英作文を書く時間との兼ね合

いもあるので，そこだけに時間がかからない

ように促した。

・英作文に取り掛かる場面では，やはりクラス

差や個人差が出ていたが，それでもなお自分

で考えたストーリーを何とか英文にしようと

する努力が見られた。

5. 授業後の生徒の様子

・時間内に書き終わらず，最後まで完成させた

がる生徒が多くいた。

・お互いに作った話の読みあいをした後の感想

から，同じ絵でもそれぞれ違うストーリー作

りをしていることに，驚きや発見をしている

生徒が多くいた。

・ゼロから自分でオリジナルのストーリーを作

るのは楽しい反面，それを英語にすることが

難しいと感じる生徒が多かったのは当然であ

るが，それでも辞書や友達の力を借りて最後

まで作ろうという姿勢が見られたことがとて

もよかった。

6. 授業者の感想・次への展望

・今までの英作文練習の場合，決まった文法事

項があり例文などで練習したのち，その例文

に準じたものを作るパターンが多かった。今

回は現在進行形を使うという縛りはあるもの

の，あとは自由に英作文をするというもので

あった。特に自分で考えたオリジナルストー

リーということもあって，英語が苦手な生徒
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でも，なんとかして作ろうとする前向きな姿

勢が感じられた。

・オリジナルストーリーを作るために，知らな

い単語や文法を自ら調べようとする効果はと

てもあり，今後もきゅうちゃんを使って授業

をしてみたいと感じた。

・1 年生ということもあり，ボキャブラリー

や表現方法 ( 文法 ) の知識不足のため作った

お話もやや稚拙なものが多かったのは仕方が

ないであろう。ただ，英語に直すにあたって，

初めに考えた日本語の文章を英語で表現でき

る日本語に変換しなおすという作業が必要に

なってくる。ここは国語力がないとできない

作業で，英語は国語力もないと力が伸びない

ということを改めて感じた。教科の相互作用

をどのようにつなげていくかも一つの課題と

感じた。

Ⅲ－３　細川の授業結果（1年４・５・６組）
　細川の実践では，ワークシートＢの「コメント

や訂正アドバイスをもらおう。」欄にグループメ

ンバー「への」コメントを書かせていた。そのた

め，細川実践のこの部分の記入例紹介は省略し，

「英作文」と「授業のふりかえり」のみ載せておく。

学習者 13 の英作文等

きゅうちゃんカード【17】

しょーくんはテニスを
しようとしている。
そこに神くん
がくる。
すると，
しょーくんの
じゃまを神くんが
してしまう。
神くんは
野球が
したいといい
だす。
テニスの
ラケットで
野球のボール
をうつという，変なゲームを
する。

神くん

しょーくん

17

や
き
ゅ
ー

野
球
し
よ
う
ぜ
！

テ
ニ
ス

英作文

One day. The boy wearing the cap, his name is 

Jin. Playing tennis his name is Sho.

Sho likes tennis. He plays tennis very well. But 

Jin doesn't likes tennis. Then, Jin asked Sho.

“Hi, Sho. Let's play baseball. Can you play 

tennis ?”

“Yes, I can. But you don't have a baseball 

racket.”

Jin said “Oh, no.” Jin after much thought. 

“Let's tennis racket play baseball.”

Sho “really !? OK.”

学習者 13 の授業ふりかえり

　日本語訳が上手く言えなかったので，少し

悔しかったです。色々な単語が使えて良かっ

た。他の皆も，会話文が使えていて，とても

わかりやすかったです。

学習者 14 の英作文例

きゅうちゃんカード【21】 

あしべ

笑顔でたおれている

ごまちゃん

21

ラ
ジ
オ
体
操

土
下
座

英作文

あしべ “What are you doing Goma ?”

ご　ま “I am sleeping now. Good morning !!”

あしべ “Good morning !!”

We cried at the top of our voice.

Goma rubs one's sleepy eyes.

ご　ま “I'm very sleepy.”

あしべ “Really ?”

ご　ま “Good night.”

あしべ “Please wait a minute.”

ご　ま “?”

あしべ “Won't you come with us to the 

　　　  concert ?”

ご　ま “Sure.”
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学習者 14 の授業ふりかえり

　上手く発音できなかった英語があった。ま

ちがえてしまった。むずかしかった。ならっ

たことのない単語つかいすぎた。

学習者 15 の英作文等

選択したきゅうちゃんカード【43】

   ↗
モブ子

↖
 モブ男

・Ａさん要領悪い
・作文おわらない

・Ｂさん要領いい
・作文おわった

マンガよんでて
いそがしい

手伝ってくんない？

いそがしく
　ないじゃん

43

 

英作文

男 “Hi. Can you help me, Mobuko ?”

女 “No, I can’t. I'm busy now. Sorry Mobuo.      

     What are you doing ?”

男 “'I’m doing my home work "sakubun". 

     I'm tired.”

女 “You can do it !”

男 “...What are you doing ...?”

女 “I'm reading a comic now. I'm busy.”

男 “You are not busy !”

学習者 15 の授業ふりかえり

　Ｉさんの話がオリジナルでおもしろかった

です。９行でちゃんとお話つくれてよかった

です。発表では発音を意しきして，はっきり

とした声で話せました。

　細川実践で出されたその他の学習者のふりか

えりを以下に載せておく。（3 クラス分より抜粋）

・全部英文で書くことができた。みんな会話

　が成り立っていた。

・難しい単語も今回の授業で知ることができ

　た。

・班のみんな，文がしっかり成り立っていて

　すごいなあと思いました。

・班のみんなの絵へのいろんな考えを聞くこ

　とができて楽しかった。

・知らない単語も覚えられた。

・文法や story などもきれいにまとまってい

　て，聞いていてとても面白かったです。

・もっと他の単語を勉強して長い文もつくっ

　てみたいです。

・Ｏくんのお話を聞いていると，簡単な文や

　単語でもここまで面白くなれることに気付

　きました。

・辞書で調べたり，先生に聞いたりして，新

　い単語を覚えられたし，文を組み立てられ

　てよかったです。色々な話があっておもし

　ろかったです。

・自分と一緒の絵なのに，セリフが違ってき

　て面白かったです。班でどのように書けば

　よいかを協力して調べることができまし

　た。

・内容もしっかりしている話をつくれるよう

　になるのにも，知っている単語をふやした

　い。

・今までの ing 形を使えたりなど良い復習に

　なったと思う。

・自分ではわからなかった所をわかりやすく

　訂正してくれてうれしかった。ありがた

　かった。

・自分が伝えたいことを１年で教わった文法

　でどれだけ伝えられるか実力が試された授

　業だったと思う。

・時間が少なかったけど，終わらせられてよ

　かった。会話文を棒読みになってしまった

　から，次からはそれを直して工夫したい。

・みんなしっかり発表していた。いい内容に

　出来た。

・１年の最初より，英文の作り方がうまくなっ

　たなと思った。

・前よりもスラスラ文を考えることができた。
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　でも文法があやふやなところがあって，思

　うように文が書けなかった。もっと予習・

　復習してたくさん文を書けるようにしたい

　です。

・今までに習ったことをたくさん使うことが

　できた。それぞれの文法を理解してできた。

・文を自分で考えて英文を書いていくことが

　とても難しかったが，とても楽しかった

　です。

　以上の結果を踏まえた細川の考察（ふりかえり）

を次に紹介する。

Ⅲ－４　細川の授業ふりかえり
1. 国語の実践記録 ( 茅野・時田 2021) を読んで

　きゅうちゃんというキャラクターを用いた

授業は，何もないところから発想を得るより

も感情や情景を想像しやすそうだと感じた。

また，キャラクターに名前を付けることで感

情移入しやすくアニメや漫画世代の生徒たち

においては興味・関心をもつことができるの

ではないかと考えた。

2. 指導略案を提示されて

　展開がシンプルで目標が明確だと感じた。

しかし，1 つひとつの手順の説明や発問の仕方

を自分自身が工夫して生徒を惹きつける方法

を整理して考えなければと思った。

3. 授業前の準備

　1 年生の実態と既習事項を考えると，きゅう

ちゃんの動きや状態を表せるカギとなる動詞

や時制，文法事項がまだ不足していると考え，

既習事項からも表せそうなきゅうちゃんの絵

を選択した。また，1 年生の内容できゅうちゃ

んに最も活用できそうな「現在進行形」を用

いることで「今」の内容を表現できるか復習

させたかった。2 学期には，「現在進行形」を

用いた英語劇を作成し，全員が役者となり演

じたため，今回は他者 ( きゅうちゃん ) の状況

を説明したり，自由に物語を作成したりする

という 1 段階上の課題を設定できてよかった。

4. 授業中の生徒の様子

　きゅうちゃんというキャラクターを使用す

ることへの反応がよく，自由に名前を付けた

り，想像力を働かせて物語を作ることを楽し

んでいる生徒が多かった。同時に，自分が伝

えたいことが既習事項からは表せなかったり，

単語力が乏しく文がどんどん作れなかったり

という葛藤をもった生徒もいた。書きたいと

いう思いからいつもより多くの生徒が周りの

仲間に質問したり，先生のところに質問に来

たりということもあったので，よかったと思

う。日本語でも新しい言葉，若者言葉を使っ

た下書きをして，英語に変換している生徒も

おり（「推し」「オタ芸」など ) ，そういった内

容も英語で取り扱う難しさも感じた。

　班内での発表については，よく聞いている

生徒が大半であった。自分が書いた内容が班

員に意味が通じず，最後に日本語で概要を説

明することで理解できている部分も大きかっ

た。

5. 授業後の生徒の様子

　「現在進行形」を 1 文以上入れた物語という

設定をクリアしていた生徒は多かった。英語

力の課題となるが，物語としては，話の流れ

を作るに至らず，状況を羅列して説明してい

るだけという生徒も多かった。接続詞を学習

させ，今後はまとまった文を書く練習をさせ

る必要があると感じた。自由に作文させると

いう内容に楽しさを感じた生徒が大半な一方

で，まったく手付かずの生徒もおり，これは

国語や学活の時間につながると思うが，日頃

から他人の気持ちや状況について想像力を働

かせ，書いたり話したりする機会を多く作っ

ていきたいと思う。

6. 授業者の感想・次への展望

　生徒の反応がよく自由度の高いものから英

語を書きたいという意欲が見られてよかった

と思う。また，教え合いや辞書を活用するこ

とでさらなる「書きたい」が感じられた。
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　自由度の高い内容であるため，1 年生にとっ

ては学年末の総まとめとして扱う課題に適し

ていると思った。2，3 年生では学期途中で行

うことも可能であると感じる。また，特定の

文法や接続詞を使用して書く，というように

ある程度の拘束力をもった課題に変えること

で，その単元や表現力の評価をピンポイント

で行うことができると思う。しかし，同時に

生徒の意欲が低下する可能性もあるように思

う。

Ⅳ．考察
　２年生の実践は茅野・髙橋（Ｔ１・Ｔ２）によ

るものであった。その後髙橋ひとりでの授業も実

施したが，結果に大きな違いはなかった。学習者

たちの反応や，出来上がった英作文も，ふたりで

実施したときと同様の結果が得られている。３ク

ラスずつ分担した１年生の小笠原・細川実践にお

いても，同様である。つまり，授業構成やすすめ

方は一定のレベルで確立している。今回の授業プ

ログラムを活用すれば，授業者や学習者が変わっ

てもほとんど変わらぬ質の授業を提供できるだろ

う。これに授業者の独自性を加え工夫をすること

で，さらに進化させることも可能であると考える。

　国語科と英語科の指導方法は，同じ言語を扱う

教科ではあるが，違いは大きい。国語科では，す

でにある程度使える母国語をもとにして学びを積

み上げていく。対して英語科は，アルファベット

を使い様々な文法パターンにあてはめ，発音等を

学びながら，徐々に慣れていく。英語は得意・不

得意が分かれる教科でもある。英語が得意な生徒・

英語が好きな生徒を増やしていくために，教師の

工夫は不可欠である。髙橋は自身のふりかえりの

中で次のように述べている。

　従来の英作文の指導もきゅうちゃんのよう

に書きやすくする工夫をするべきである。（中

略）例えば，日本の行事（ひな祭りや七夕な

ど）も，ただ説明文を書くということではな

く，場面設定をするといいのでしょうか？

　小笠原は次のように述べている。

　初めに考えた日本語の文章を英語で表現で

きる日本語に変換しなおすという作業が必要

になってくる。ここは国語力がないとできな

い作業で，英語は国語力もないと力が伸びな

いということを改めて感じた。教科の相互作

用をどのようにつなげていくかも一つの課題

と感じた。

　また，細川は次のように述べている。

　自由に作文させるという内容に楽しさを感

じた生徒が大半な一方で，まったく手付かず

の生徒もおり，これは国語や学活の時間につ

ながると思うが，日頃から他人の気持ちや状

況について想像力を働かせ，書いたり話した

りする機会を多く作っていきたいと思う。

　日本文化の題材を取り入れたり，国語力を伸ば

したり，人の気持ちや状況について想像力を働か

せる機会をつくったり。英語科の学力を育成して

いくためには「教科横断的」な学びが必要である

ことが示されている。英語は英語，国語は国語，

のようにその教科に凝り固まらずに柔軟に教材を

作成していく必要がある。そのためにも，看図ア

プローチは有効である。「入力する（見る）→考

える→出力する（表現する）」プロセスを経るこ

とによって，与えられた条件から考え「発信」す

る力を育成できる。これは，国語科・英語科でな

くても取り入れられるプロセスである。例えば，

英語の教科書に「鳥獣戯画」が採用されている。

このような作品をビジュアルテキストにしても，

看図アプローチを活用することによって学習者た

ちから様々な言葉や表現を引き出していくことが

できる。

　また，本論文で活用した「きゅうちゃん」も，

さらなる応用が期待される。きゅうちゃんは，教

育学・古典・法学・教科外活動等々，すでに多く

の活用実践例が報告されている（例えば，石田他

2019，大村・池浦 2020，大山他 2021，鹿内他

2021，吉野他 2019）。幼稚園児・保育園児への
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音声言語指導（茅野・時田 2021，pp.3-4 で予備

的実践例を紹介している）や，教育相談・カウン

セリング等への活用も期待できる。

　今回初めて看図アプローチ基盤型授業を実践し

た髙橋・小笠原・細川は，はじめは不安な様子を

示していた。しかし，生徒たちの目の色が変わっ

ていく様や英語を学ぼうとする意欲的な態度を見

て，自身も楽しく，充実した授業ができたと実感

していた。生徒たちは「見る・書く」「話す・読む」

「聞く」「協同性」という授業目標に掲げた項目を

達成し，３人の英語教員たちは「校内研修会・指

導方法の研究会で提案・発信したい」と次へ向か

う意欲を示している。第１筆者茅野は３人が「今

後の授業への手応えと可能性をもてるようにした

い」と願っていた。この願いも叶えられたようで

ある。授業者・学習者それぞれのふりかえりをみ

てわかるように，今回の授業実践に対する満足度

はいずれも高いものであった。今後さらに創意工

夫を加え，新たな指導形態として位置づけられる

ようにしていきたい。
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